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【背景・目的】
トコブシは種子島を代表する重要な資源であるが，近年，その漁獲量は減少の一途を

たどり，ここ最近の水揚げは約４トン（H24年）で，最盛期（S56：約74トン）の1/18に
まで激減している。これまで漁業者は各種事業を活用して稚貝放流を行っているものの
資源の回復には至っていないことから，地元漁業者からは放流効果を高めるため放流稚
貝の大型化を望む声が多い。
そこで，放流稚貝の大型化を図るため，漁業者自らが実施可能である篭垂下方式での

中間育成技術の開発試験を継続して実施し，地元漁業者の祈願であるトコブシ資源の回
復を目指すこととした。

【普及の内容・特徴】
試験は熊野漁港蓄養水面で行った。
平成22，23年度の試験では，餌についてワカメ給餌と配合飼料を比較したところ，ワ

カメのみ給餌の方が成長が良い結果が得られた。一方，餌の種類に関係なく成長不良や
キズで死亡した貝が多く確認された。これらは篭内の飼育密度が高かったことに起因す
るものと推察され，生残率を高めるためには収容密度を低くする必要があると考えられ
た。
これらの結果を基に平成24年度は，県単補助事業を導入し，餌の種類，稚貝殻長別の

選別及び飼育密度の差による成長・生存率等の違いの把握に努めた。

【成果・活用】
今回の試験により，以下の結果が得られた。
・餌の種類では，成長は配合飼料よりワカメ餌料が良く，生存率には両者に差はなか
った。ただし，今回使用した配合飼料が小さく溶けやすいためトコブシがうまく摂餌
できなかった可能性がある。
・飼育密度が低いほど成長及び生存率が良く，一篭当たりの飼育密度は300～500gが
適当と考えられた。
・殻長と成長及び生存率との相関は無かった。
・生存率は，１年目飼育より２年目継続飼育の方が良かった。
これらの結果を踏まえ，今後，①経済性を含めた最良飼育密度の把握，②溶けにく

い配合飼料等による再試験，③トコブシの主な餌と考えられる小型海藻を供給する手
法の把握に努めることとしている。

【その他】
これら試験により中間育成による放流用種苗の大型化に一定の目途が着けば，放流に

よる資源の回復に加えて，漁協から要望の強い養殖事業としての展開を検討する予定で
ある。



表１ 平成24年度試験結果

育成試験状況


